
尾張北部における古代の開発をめぐる様相
一古代の門間沼遺跡と周辺一

小川芳範

1.はじめに

門間沼遺跡では南北に長いトレンチ

状の調査であったが、弥生時代中期、古

墳時代前期、同中期、古代(飛鳥時代を

含む)、中世、近世の遺構・遺物が検出

され、門間沼遺跡の北東方向への広が

りが確認できた。古墳時代前期には、北

東に位置する大毛池田遺跡へと続く水

田の広がりが確認できた。さらに、古代

では大毛池田遺跡に加えて大毛沖遺跡

を併せた空間内での景観復元を可能に

した。

門間沼遺跡周辺の微高地上には大毛

池田遺跡・大毛沖遺跡の他に、北遣手・

田所遺跡、伊冨利部古墳、門間古墳、門

間遺跡、瓦ケ野遺跡、前田遺跡、福塚前

遺跡、稲荷山古墳、石刀古墳、上町屋古

墳、西宮社古墳、でんやま古墳、野見神

社古墳、車塚古墳、神戸廃寺などが存在

する。

門間沼遺跡周辺は、東海北陸自動車

道の建設に伴う本センターの発掘調査

により、古墳時代後期から飛鳥時代の

墓域と集落が広範囲に確認された。ま

た、飛鳥時代以降律令時代には、大毛池

田遺跡から続くものと想定される大溝

群が確認でき、周辺からは美濃刻印須

恵器をはじめ良好な文字資料が得られ

た。

古代開発行為の様相に迫るには、ま

ず遺物の出土を知ることと考える。本

論は、門間沼遺跡等の成果から葉栗郡

周辺における開発の様相を模索してみ

る。内容は二部構成とし、第一は、周辺

地域の開発行為の証しとして、一宮市

今伊勢町馬寄所在の石刀神社所蔵の古
*

墳出土遺物(石刀古墳・上町屋古墳・西

宮社古墳)を検討し、古墳時代後期以降

の開発行為の時期を考える。第二は、古
**

代の文字資料に焦点をあて、尾張北部

出土の墨書土器を中心に資料の集成を
.. ) ・ ・

した。遺跡は開発の証しとの考えに

たって、本論はその時々の開発の様相

に迫る。

2.古代開発の画期

石刀古墳.上町屋古墳・西宮社古墳

は一宮市今伊勢町馬寄に所在する後期

古墳である。資料は伊勢湾台風等によ

り遺物が露出した際等に発掘されたも

のである。

資料(図2)は僅か2 0点であるが、

今伊勢古墳群という地域の開発という

視点で遺物を観察すると、大きく3つ

の画期の存在に気づく。まず5世紀末

～6世紀初頭の第Ⅰ期、 6世紀末～7

世紀初頭の第Ⅱ期、 7世紀後半～8世

紀前半の第Ⅲ期である。また、古墳か

ら古瀬戸の四耳壷の出土を見ると、各

地に存在した中世の塚信仰が窺える。

門間沼遺跡周辺について論ずると、

門間沼遺跡94調査区で確認された円墳

群は、古くは5世紀代に遡るものもあ

りまさに第Ⅰ期の開発行為である。 5

世紀後半から末にかけては、葉栗郡に

凡海部・敢石部(石作部・穴太部・伊

冨利部などの部が設置、尾張連が尾張

国造に任ぜられた時期でもあり、この

地域の開発行為に何らかの因果関係を

思わせる。また、大毛池田遺跡でも確

実なものは1基だが7世紀半ば頃の円

墳が確認され、周辺に古墳の存在も想

定できる。これは、第Ⅱ・Ⅲ期の開発

に値する。古墳の築造という視点でみ

ると、今伊勢古墳群、及びその北方に

位置する門間沼遺跡周辺の開発には、

同様の画期が存在するようである。

葉栗郡全体に視野を拡げると、第Ⅰ

期に該当する時期には、浅井北古墳群

の毛無塚古墳が造営される。第Ⅱ期に

は同古墳群の小塞神社古墳が、浅井南

古墳群の塩竃神社古墳が造営されてい

る。その後の第Ⅲ期には、爆発的に古

墳が造営されて5 0基ほど存在した。

第Ⅲ期の葉栗郡内は全国各地同様、

古代寺院の建立も確認できる。壬申の

乱による国家規模の大変革が生じた7

世紀には、遺跡の様相が大きな転機を

迎える。地方に焦点を絞れば、豪族主体

の開発を含む経営体制から、プレ律令

体制への転換である。古代寺院の建立

と、この周辺に群衛並びに豪族等支配

者層の居館を構えたものが一例といえ

る。葉栗郡も例外ではないと考えられ

るが、寺院周辺地域の様相は明確には

把握できていない。ただ黒岩廃寺の周

辺からは蹄脚硯が出土するなど官街の

存在を窺わせている0

7世紀代から奈良時代の建立とされ

る古代寺院は、一宮市浅井町の黒岩廃

寺、江南市村久野の音楽寺、現岐阜県笠

松町の東流廃寺が存在する。黒岩廃寺

の建立者は、 『塵袋』に収録されている

葉栗臣人麿の建立した葉栗尼寺(光明

寺)に比定する説と、相国氏とする説が

ある。出土している軒丸瓦は、外区に面

違鋸歯文をもつ川原寺式の複弁蓬華文

のものであるo尾張には稀な川原寺式

軒丸瓦をもつこの寺院の建立者は、美

濃に川原寺式軒丸瓦をもつ寺院が多い

ことから考えて、美濃国により一層関

わりを持つ人物の建立と考える。音楽

寺は、壬申の乱で功績のあった村国氏

の建立といわれている。村国男依は身

毛君広(むげっきみひろ).和珂部臣君

手(わにべのおみきみて)とともに、壬

申の乱で大海人皇子方で功績をあげた

氏族の1つであるo彼らは国家体制整

備の一翼を担い、各地に本願地を構え

たと思われる。美濃国各務郡相国郷を

本願地とした相国氏は、木曽川を挟ん

で対岸の葉栗郡も管領下としていた。

音楽寺建立に代表されるように、壬申

の乱後経営基盤整備に一層取り組んだ

のであろう。また、現在は岐阜県笠松町

であるが、当時は葉栗郡域とされる地

に東流廃寺が存在するo採集されてい

る重弧文軒平瓦や単弁軒丸瓦が、渡来

系氏族寺院特有の軒丸瓦(湖東式)であ

り、渡来系氏族に関わる階層による建

立の可能性がある。

*石刀神社所蔵遺物の時期・産地等について

は、渡辺博人氏(各務原市教育委員会) ・藤澤

良祐氏(財団法人瀬戸市埋蔵文化財セン

ター)にご教示いただいた。

* *墨書土器をはじめ文字資料の判読について

は、平川南氏(国立歴史民族博物館) ・早川万

年氏(岐阜大学)にご教示いただいた。
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このように、地方において官衙的色

彩を有するものは様相がある程度把握

できるが、門間沼遺跡周辺から渡来系

氏族が関わっていた等の証しは確認で

きていない。第Ⅲ期には居住城西群(中

央群・北群が営まれ、大溝群が掘削され

る。この頃造営の盛期を迎える浅井北

古墳群もまた、その墳墓構造等に渡来

系氏族との関わりが指摘されていない。

ただ、門間沼遺跡周辺だけでなく浅井

北古墳群も含む葉栗郡をはじめ尾張北

部全域が開発の第Ⅲ期を迎えていたこ

とは間違いないだろう。

このような状況から、古墳時代後期か

ら飛鳥時代の開発には3つの画期が存

在する。その時々に何らかの国家的規

制等が働き、開発推進に至ったと推察

する。

31奈良・平安時代の様相

尾張北部出土の文字資料等の集成

大毛池田遺跡94A区・94C区の2条の

大溝(溝F ・溝E)から美濃刻印須恵器

の出土をはじめ、門間沼遺跡周辺では

墨書土器に恵まれた。そこで、各地で進

行中の文字資料集成の一役でも担えた

らとの思いで、尾張地方北部の資料を

集成することとした。墨書土器等の研

究は、今や各地で盛んに行われている。

ところが、遺跡の性格や時期別さらに

分布状態等の検討を経ることなく墨書

内容の分類に力点が置かれすぎている
*

との反省に従って、まずは文字資料の

有無の調査から手懸けた。

愛知県埋蔵文化財センターが、調査

*平川南ほか1989 「古代集落と墨書土器一

千葉県八千代市村上の内遺跡の場合」 『国立歴

史民俗博物館研究報告第22集』。

図3各種墨書陶器(1 :大毛池田、 2-4:大毛沖、 5:門間沼)

■ ＼E≡長≡遠♂ 、＼ヒ』♂焉
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を実施した古代葉栗郡域の5遺跡から

墨書土器1 0 2点、刻印土器3点、刻書

土器1点が出土している。墨書土器は、

須恵器が主体の門間沼遺跡.大毛池田

遺跡と灰釉陶器が主体の大毛沖遺跡と

田所遺跡とに2分できる。また、器種別

の頻度では門間沼・大毛池田遺跡では

須恵器の杯42.1 %、灰釉陶器椀26.3%が

主体を占める。また、大毛沖.田所遺跡

では灰釉陶器椀53・3% ・同皿13.3%が主

体を占める。墨書内容は数字も含めた

文字が大半である。墨書内容では、門間

沼遺跡の資料に多くの「田」の字が存在

する。 (全37点中16点)また墨書土器

出土遺構では、平安時代の井戸からま

とまって出土している。この中に、灰釉

陶器椀の底部外面に則天文字"■"が書

かれたもの2点が出土している。さら

に、緑釉陶器の素地と思われる椀等に

も墨書が存在する。大毛沖遺跡の墨書

内容には、 「公」 「金」の字が各々2割程

度存在する。また、特筆すべきものに旧

流路から灰釉陶器椀の墨書土器がある。

これは、底部外面に中国居延漠筒の字

体にある"(・)"が書かれている。"(・)"

は人名か官署名を意味するものか。今

後の課題となろう。これら墨書土器出

現は大別して2時期あり、それは8世

紀末～9世紀前葉と9世紀後葉～1 0

世紀前半である。

墨書土器は、木曽川町資料館と一宮

博物館所蔵の資料も調査し、全3 3点

をまとめた。出土地域では、門間遺跡周

辺が最も多く次いで浅井古墳群周辺で

ある。器種別の頻度では、 66.7%が灰釉

陶器である。時期の中心は9世紀後葉

1 0牡紀代である。

以上のことから尾張北部における識

字層の広がりは、第一波は8世紀末か

ら9世紀前葉に訪れ、第二波は9世紀

後葉から1 0世紀代に訪れていること

が判る。このような時期に集落(遺跡)

の増加・拡大が進んだと考えられよう。

刻書土器についても門間沼遺跡と併

せて、一宮博物館所蔵資料の調査を実

施した。この資料の中に、一宮市史に

は判読の断定がされていない須恵器の

小型高杯(図5-34があり、脚部内面

に「奈」と記されているo時期は7世

紀末であり、文字の書体そのもののも

奈の示の部分が突き抜ける形である。

門間沼遺跡の刻書土器では、須恵器

無台杯(図3-5の底部外面に「山寸」

と書かれている。他にも山と書こうと
*

して下に突き抜けたものか、記号か?

のものと山一字がかすれたような部分

がある。この刻書「山寸」須恵器は生

産窯が小牧市篠岡7 8号窯であり、時

期も7世紀後半から末に比定されてい

る。この土器の出土した門間沼遺跡95

C区では美濃刻印須恵器も併せて出土

している。 7世紀代までは須恵器の産

地が尾張産と美濃須衛産の量的な差が

あまり感じないが、 8世紀に入ると美

濃須衛産が尾張産を圧倒する。律令体

制整備に尽くした美濃国国司笠朝臣麻

呂が、窯業生産を官営化し生産拡大を

計ったため、周辺地域への流通量の増

大につながったと言える。

相国氏の管領地に組み込まれるな

ど、美濃国と関係の深かった葉栗郡は

8世紀に入ると、国家政策を地方政治

に移した美濃国司笠朝臣麻呂の施策も

あり、遺跡の様相に影響が現れる。開

発の第Ⅲ期に当たる7世紀後半から8

世紀前半の時期は、律令体制を整える

ために国家あるいは地方が主導となっ

て実行した施策の1つ1つが地域の開

発に如実に現れていると言えよう。

最後に、門間沼遺跡と大毛池田遺跡

で確認された大溝群は、開削は7世紀

中葉と7世紀後菓～末に行われてい

る。大土木工事である大溝群掘削の指

導者は、如何なる人物であったろう

か。渡来系氏族関係か、笠朝臣麻呂に

代表される地方行政官か、いずれにせ

よ美濃国とは密接な関わりを持つ人物

によって指揮された事業であろう。

さらに、この大溝群と大毛沖遺跡で

確認された旧流路の目的は何であった

のだろうか。旧河道の東への退行は、大

毛沖遺跡の旧流路開削に伴うものであ

り旧河道の水量調節と水利目的が考え

られている。空撮写真(図6)の詳細を

検討すると、大毛沖遺跡で確認された

旧流路が、門間遺跡から今伊勢古墳群

の縁を貫いていたことが観察できる。

そして、大毛池田遺跡・門間沼遺跡に開

削された大溝群は、自然堤防上に展開

する7世紀代の居住域を等高線に沿う

ように貫通している。これらの大溝の

開削は政治力の効いた施策である。そ

して、水源を河川又は旧流路に求め、灌

漑等に利用したものと考えられはしな

いか。これら大溝開削という大土木工

事は、葉栗郡の門間地区における官主

導の事業が執行された事例と推察する。

4.むすび

1994年7月に大毛池田遺跡の大溝で

美濃刻印須恵器と出会ってはや5年の

歳月が過ぎようとしている。以来、翌年

の門間沼遺跡での刻書「山寸」、墨書

「■」さらに、再び美濃刻印須恵器の発

見と良好な文字資料に触れることがで

きた。古代遺跡の道標とも言える文字

資料、今後も続くであろう開発に伴う

発掘調査によって、益々これら古代の

文字資料はその様相を明らかにしてく

れることだろう。

最後に、文字資料集成に対して東海

学園大学岩野見司先生はじめ、一宮博

物館土本典生氏、久保禎子氏には重ね

重ねご理解・ご教示を頂いた。感謝の意

を表すoまた、所蔵遺物を調査させてい

ただいた石刀神社の方々、一宮博物館

へ遺物を提供して頂いた方々のお名前

を記し謝辞とする。安藤正義、小川宣

彦、木野茂、木全貢、木全修、栗本忠男、

寺本光夫、森勝一(五十音順、敬称略)

*福岡猛氏には、突き抜けているのは山ではな

く、何か記号ではないかとのご教示を頂いてい

る。
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博物虎所蔵鼻書土器

表1一宮市博物館/木曾

川町資料館所蔵資料一覧お

よび続計グラフ

祖 ・ 出土 相 地 帯名 r 養類 害 尊 噂 加 JL. 位 tl JL書 産 地 俳 書 所 載

1 - 官帝 大車高 B,半 玉 グ好 五 グ辞 遺跡 皮 ,脚 -専 ・■花碗 0- 53 鹿野 外面 伸 美濃 親衛 S3 9.4 一宮 Tfffll 翰維

2 一宮 市大 事 高 tF串 良 ケ好 瓦 グ野 遁辞 皮 相向 春 ffi 0 -53 患野 外両 功夫 * 法 話4 i S3 9.4 一宮 帝博 物館

3 一宮 市大 事 高 田事 瓦 か好 五 ケ村 境醸 灰軸 "一書 8 3 0- 53 患辞 外面 物平 美濃 話術 ? S3 9.4 一宮 辞す 物姉

4 一宮 帝大 事 高 田学 良 ケ好 瓦 ケ流 浪顔 灰納 春 輸 0- 53 点群 外面 ウ 共濃 頚髄 ? S3 9.4 - 官 帝博 物館 .

5 - 甘 甘浅 井町 大 E,蓮田 事津 野 滞 P 遺 跡 灰軸 向春 也 -卜72 虚静 内外 面 缶、 仁 * i- 水t i 盛 穴 内 - 官 市博 物賭

6 一宮 帝浅 井町 大 日此好 事汁 如 計 加速 村 灰軸 内寺 現 Kl 90 へ′0- 53 慮P 外市 十 美濃 頚衝 ? 花 押貞 J Lt - 官 甘博 物鎌

7 - 官 有浅 井& ,大 日捗好 事汀 抄 汁 Ⅰd L帯 灰軸 内寺 埼 0- 53 患P 外面 一句 美濃 親衛 一宮 帝博 物館

8 一宮 帝浅 井町 尾鯛 事典 鼻歌 兵 員欺 遺跡 成 軸 向春 輸 0- 53 患辞 外車 †背 紋不 可 1 美濃 親衛 文 事、 620 20 1 - 官 帝博 物館

9 一宮 帝濃 井町 鳥的 事* B K 木 見數 漉辞 庶軸 P.養 m K- 90 新 願P 外面 ? 朝 晩不 可 * it 頚 d i 文 事 9 、62 02 01 - 官 帝博 勒沖

10 1- 宮 守浅 井町 屋開 事典 立教 具 足敷 浪顔 庶軸 内養 境 ・ K1 9。新 鹿野 外面 有 ? 万 口 美濃 頚砺 」2 02 01 一宮 帯付 物銀

ll 一宮 市浅 井町 尾開 事典 鼻鼓 共 産煮 連勝 頚志 養 杯 A 8C 後 半 伴野 外面 . J t 美濃 頚衝 ? 某 書 き有 一宮 帝博 物館

12 一宮 帯今 伊■ 町本 宅事 小辞 頚悪 者 實 B 8C * 半 偉辞 内面 年 美濃 頚街 9 03 05 一宮 市博 物揺

13 一宮 帝大 事加 好事 生去 親 好生 長遺 跡 疎意 毒 盤 C BC 未 ～9C 朝 偉IP 外面 向 ? 濃授 文 事 ? 、一 宮市 史 中盤 一宮 市甘 輸館

14 - 宮 守萩 願町 高木 事苅 旦 疎意 養 挿B 0- 10 ~ IG 78 鹿部 外面 千 濃授 61 10 10 一宮 市博 物館

15 一宮 市萩 願町 高木 事苅 重、 高木 、 中点 中東 沖 功悪 書 杯 A I- 25 ~ Iけ32 点群 外車 育 濃授 内外市 J L付 書 多、 業書 き有 一宮 市棚 館

1 5 - 官 市有 R 町 高木 事苅 鹿、 高木 、 中J >中耳 押 灰軸 仲春 鞠 Ⅰ卜72 JE肝 外車 上 美濃 話 術 内面J L付着 多 - .官 帯 好物館

1 7 一宮 帝萩 願町 中 曲事Ⅰ 朝丘 放 く梯 ノ木 ) 灰軸 p-草 m ―卜72 患静 内両 A * # 兼濃 頚 細 - 官 帝博 物館

1 8 - 曾 市萩 & 町 中 急事未 明丘 煮 (株 ノ木 ) 庶軸 内養 戟 . 五一72 患静 内市 A 」 # 美濃 親衛 - 官 帝博 物館

1 9 - 官 市丹 濃町 あず る 頚烹 寺 杯A 8C 偉肝 外面 点刀 - 官市 史挿 戟 賛辞 、未 実見 付人 讃

2 0 也土 地不 明 (一昔 市 内 †) 灰軸 内養 鶴 -卜72 点群 外面 に○r 仁 ? 美濃 強 縮 一宮 申博 物館

2 1 黒事 耶末 書JIIBT 門間 挙上 新 田 門間通 辞 頚志 拳 書 類 ? 点群 内面 9 8 03 06 一宮 帝 博物 館

2 2 葉栗 邪木 實 m m 門間 宰相 門間濃 跡 頚意 養 杯載 e m 内面 千 屋 薙産 5 704 20 、臨 月碇 一 宮帝 博物 轄

2 3 黒幕 耶木 V l――-1 門間事 西 出 門間漣 跡 庶瑞 相養 課税 0- 53 軒 点群 外面 大 口 ? 美 濃頚 街 5 808 21 - 官市 博物 館

24 主事 耶木 f /'l町 門間 宇R ,Ⅰ 門間漣 帯 灰粕 経書 Jfi 0- 53 軒 患辞 外 市 縄 万 美 濃功 砺 2 08 01 一 宮帝 博物 館

2 5 主菜 耶木 * ;>[町 門間 事# 抄 H M 遁 辞 灰相 紬養 鶴 K- 90 申～新 点群 外 面 輸 大 濃 授 一 宮帝 博物 賭

2 6 葉栗 耶木 . 州 町 外羽 日宇 上前 水車 養 S B 8C サ 車 慮辞 g f1両 ? 美 濃貌 衝 8 03 27 - 宮守 博物 播

2 7 丸木 tB木 tt jrl町 内射 tF 事 由Ⅰ 疎意 蓉 挿B 8C 未 慮辞 外 面 雄 美 濃水 和 一 宮帝 博物 館

28 水寮 耶木 tf /W 町 門間 門間漣 餅 頚東 畧 I B 派:未 倖 辞内 面 十 美 濃頚 衝 木 tf /'f町努 群館

2 9 入手 耶木 * /<r吋 門間 門間漣 一帯 庶軸 柚 蕃 境 K- 9 0 点群 外 面 衣 服 濃 授 木 甘,(,町資 料館

30 車重 郡木 曾 ,I,町 門間 門間遺 跡 灰軸 内蕃 鶴 五一90 - 0 -5 3 患部 外 面 川 濃 授 木 曾JT,町努 群銀

3 1 水軍 邪木 tt jttt r門間 門間 迫帯 灰 軸内 茸 境 五一90 農 村外 面 せ ロ ? 濃 授 木 * i'[BT資 料條

32 葉栗 那 木甘 Jq 町 門間 門間 遁辞 灰軸 持 靑 輸 K -90 辰野 外 面 ウ 濃 授 文 字 末 書Jr.町賛 辞輔

33 井 帯群木 tt w s r門間 門間 抜群 灰柵 専 也 五一90 新 鹿 辞外 面 犬 か ? 濃 抽 町末 濃 木 tf /'l吋實 粁館

墨 書 種男l風 塵

不明

紀号

F Th と ∴〝

占

・

e

糊 ,J出土細

20

16

10

6

。

べョi現;≡s…虫

害」V <& J謹書串

晃 芸 蓋 嘉
由 m m

墨 書 語 数 別 頻 度

不明
18 .2*

3 倍

9 " ^ ^ m 33 点

、竺 ミミ 塾 、一? .KUO Uk

1 罷
48患

24.務 b-防?55S・



264

図6濃尾平野北部の航空写真


